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⚫検証結果は「ぼうさいこくたい2026in鳥取」で展示・発表
⚫避難所の感染症対策について、官民連携により空気清浄機を活用した検証を全国で
初めて実施

⚫ 実証実験で得られた知見を踏まえ空気清浄機を迅速に調達・展開する仕組の検討

◆ これまでの大規模災害では、災害関連死が直接死を上
回るケースも（熊本地震：約８割 能登半島地震：約７割）

◆ 災害関連死のうち、半数以上が感染症を含む呼吸器・循
環器系疾患

（熊本地震：約８割 能登半島地震：約７割）

◆ 近時の地震で発災後、避難所に空気清浄機が届くまで１
カ月以上を要した事例も

◆ 感染症対策に、換気や空気清浄機の活用を検討すべき
◆ 本県との協定（R7.9締結）に基づき、(株)エアドッグ

ジャパンが県内の避難所に空気清浄機（約1,000台）を
設置し、実証実験を実施（R7.10～R8.2）

死者 うち災害関
連死

（参考）呼吸器・循
環器系疾患の割合

熊本地震 273 218（79.8％） 56.4%

能登半島地震 720 492（68.3％） 58.4%

避難所開設後直ちに空気清浄機を配備する仕組みを市町村と構築

※能登半島地震の呼吸器・循環器系疾患の割合は、災害関連死
のうち死因が判明している方の割合

被災市町村

鳥取県庁

被災していない市町村
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協定事業者

緊急調達・
配送

配送

感染症を防ぐ避難所改善プロジェクト始動 ～避難所へ空気清浄機を迅速配置～

⚫ 本県との協定（R7.9締結）に基づき、(株)エアドッグジャパンが県内の
避難所に空気清浄機（約1,000台）を設置

プロジェクト実施体制

○県・市町村で構成する防災対策研究会で検証（7/29に第１回検討会を開催）
○アドバイザーとして有識者の助言

（国研）産業技術総合研究所 篠原 直秀 上級主任研究員 など

空気清浄機迅速配置

県内454避難所に計約1,000台の空気清浄機を分散備蓄済

呼吸器系疾患を防ぐ

県の調整により、空気
清浄機（約1,000台）
を迅速に被災地へ

複数地点に空気清浄
機を配置することで
①足りない換気を補う
②飛沫等の拡散抑制
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テントを活用した実
証実験

※テントを設置した場
合、微小粒子の侵
入少ない

※県内454避難所に計
約1,000台の空気
清浄機を分散備蓄済

環境分野（ミールワーム由来天然ビタミンD３） 農林分野（鳥取すいか）
未利用食品等を有効活用した地域循環型高付加価値健康・栄養食品の製造・販売一大集積地を形成 高品質・安定生産を加速する産地振興に加え、

地域一体で日本一のすいか産地確立
• ハウス環境モニタリングシステムなどの先進
技術導入による品質安定、収益性の向上

• 地域内事業者と連携し、加工
品 （菓子や飲料など）開発

• 新規就農者の円滑な確保
（5年で25名の新規就農増）

•国内では日焼けを避ける若年層を中心にビタミンD３が不足。海外では
日照時間が少ない欧州でニーズが高い。
•海外の羊由来製品が主であったが、 中国、オーストラリアの羊が減り、
安定的なビタミンＤ３原料の供給が求められている。
•県内事業者等が連携し、ミールワーム由来ビタミンD３等の素材及びそ
れを活用した食品・健康食品等の試作、開発、市場調査、販路開拓
•国内の若者・高齢者や海外向けなど幅広い層をターゲットに高付加価値
商品の開発・販売

「とっとり地域産業成長プラン」を国と調整へ
検討素案のうち、要件の整ったプランを国へ事前提出（7/15） → 国との調整を経て、８月中旬頃、正式に提出・公表

ビタミンD3
• 紫外線により体内で生

成される脂溶性ビタミン

• カルシウムの吸収を促し、
骨の健康維持や免疫機
能のサポートに不可欠

背 景

取組み

※ その他、フード・マニュファクチャリング（水産業クラスター）、農林分野（きのこ由来素材開発）を国と調整（併せて、智頭町主体のプランも提出）



7/6 クレジットカード立替払サービスの（株）全東信が破産開始決定
➢ 負債総額１，１５１億円は今年最大の大型倒産
➢ 全国で約２万件の店舗に影響

飲食、サービス、物販業を営む中小事業者が主に利用
カード利用による売上の一部が回収できない可能性

（株）全東信の経営破綻に伴う県内影響

＜全東信を利用する店舗側のメリット＞
・売上金の回収が早い
・カード会社との直接契約より手数料が安い

県内への影響

（株）全東信のビジネスモデル

【事業者支援】特別相談窓口の設置、セーフティネット貸付の要件緩和、セーフティネット保証１号の
事前相談開始（全東信の指定手続中）

  金融機関・保証協会等に対して事業者（飲食店等）の既往債務の返済条件緩和等を要請
【決済代行業者の実態調査】カード立替払サービスを行う事業者の実態把握のための調査を検討
【金融機関の与信管理点検】粉飾決算疑惑にも関わらず多額の融資→金融機関の与信管理点検へ

カード加盟店
（県内飲食店等）

全東信

カード会社

金融
機関

口座引落
で支払

②月6回
立替払

(カード会社の
支払前に加盟
店に立替払)

立替払いに必要な資金を

融資▲手数料

直接契約より低く設定

国の動き

▲手数料

本日（7/22）付で特別相談窓口を開設
予約不要の窓口を企業支援課内に設置（電話：0857-26-7249）

鳥取県経営サポートセンターにおいて総合的な経営支援を実施

経済産業省の支援メニューや県の融資制度を活用し個別に対応

経営相談

資金繰り

カード利用者
①全東信の端末

でカード決済

③月2回
支払い

返済が滞り

経営破綻

○大きなリスクがなければ、現状を打破するために挑戦が必要。
○産業界は、インターンシップや教員派遣など全面協力する。
○大学として、専門教育に関するカリキュラム構築に協力する。
○「併設型」を活かしながら、既存校の魅力を継承していくべき。
○子供たちにとっても、選択肢が増えることはとても良いこと。
○保護者や小中学生に対し地元の産業を伝えていく努力も必要。そ
うすることで、卒業生の地元定着にも繋がる。

✓ 産学官の代表者が集まり、鳥取工業高、倉吉農業高の県立
高専化にかかる議論を実施

「併設型」を軸とした本格的・実質的検討へ

⇒幹事会での調査・分析、検討を基に、
次回協議会で県立高専の設置可能性やあり方について議論

今後の対応（協議会に幹事会を設置し、調査・分析、検討）

第１回県立高等専門学校の検討に関する協議会（7/21）

○県内産業の経営者や農業事業者等へのヒアリング（７月下旬～）
○協議会の意見を踏まえた各学校ごとの意見交換（７月下旬～）
○中学生を対象としたアンケートの実施（８月下旬～） など

県立高専の本格的・実質的検討へ

主
な
意
見 ＜県立高専設置の前提条件となる検討を深めるべき論点＞

○地域・産業と連携した卒業生の地元定着策
○教員の確保策
○既存高校の影響への対応
○生徒・保護者の周知・理解促進策 など



コンテンツパワーで県内企業の課題を解決
～助っ人県内クリエイター募集開始～

７月２２日(水) 参加クリエイター募集開始！

県内企業の課題を「デザイン」の力で解決に導くプログラムを新たに始動

 課題を抱える

県内企業 3社

県内在住の“隠れた”

クリエイター 10名程度

Webデザイナー,ライター,

動画クリエイター 等

商品デザイン

斬新な情報発信 等

産業振興に培ってきた「コンテンツ人材」を投入産業 コンテンツ人材×

デジタルハリウッド米子に委託し専任スタッフが各チームを半年間伴走支援しサポート

企業×クリエイターの特別チームを編成
⇒ 半年後に市場投入を目指す

新機軸の商品SNS
ショート動画 ロゴ・キャラクター

●日本最大級の動物病院グループ企業 (東証グロース上場)

●「先端医療研究所 鳥取ファクトリー」を鳥取市千代水に開設

⇒ 研究開発拠点設置支援補助金で支援

本格稼働 令和８年10月
雇用計画 10人

動物用医療材料の用途開発・製造拠点

鳥取大学発ベンチャー企業(株)マリンナノファイバーの事業・
拠点を承継

◇カニ殻から抽出した｢キチンナノファイバー｣を高く評価

創傷治療などのペット医療に展開

     将来的にはヒト医療分野での応用拡大も視野

ジェル状にしたキチンナノファイバー

(株)WOLVES HAND(ウルブズハンド 大阪市)

獣医先端医療研究所 鳥取進出決定

創傷治療剤の例

インターネット上の権利侵害に係る
削除要請・支援等の実施状況

＜国への要請＞ 8月6日
   法律上削除基準の作成と投稿削除の判断は事業者に委ねられている

改正鳥取県人権尊重の社会づくり条例施行後の相談延べ件数２２件
（R8.1.25～R8.6末）

・県の相談支援により投稿削除   ６件      
・削除要請したが運営事業者から削除しない旨の回答 9件
・相談者が削除要請を検討中 ７件

（相談の種類）
・プライバシー侵害の相談
・虚偽情報、侮蔑表現等のネット流布の相談 など  

➢ 罰則や削除義務などの改善措置を国に求めていく

発生数が平年と比べて多い

斑点米カメムシ類の病害虫発生予察注意報発令

《水稲》 ケーブルテレビやポスターを活用し、技術対策を周知
・出穂前に草刈りを行い、カメムシ類の密度を低下させる
・出穂時期に合わせた２回防除を徹底
《果樹》 現在の発生は平年並  引き続き防除指導徹底

水稲カメムシ類の発生予察注意報を発令

イネカメムシ

斑点米

斑点米カメムシ発生対策会議を本日開催

注意喚起

斑点米カメムシ類における広域防除支援
予備費15百万円（1/3県補助）を本日発動

対策

1.2 倍（特 にｲｲｲｲｲｲは 4.8 倍）



• 全国高校生40作品から最優秀賞

• ポスター･チラシ等に活用 ⇒本大会（9/27）で表彰

第13回全国高校生手話パフォーマンス甲子園（9/27 とりぎん文化会館）

• 予選参加49チーム（２７都府県５２
校）の中から本大会への切符を勝ち
取った16チーム（「演劇・コント・ポエ
ム等部門」「ダンス・歌唱部門」各８
チーム）

愛知県立半田東高等学校

３年 加藤 自由 さん
かとう み ゆ

はんだひがし

■大会PRポスターデザイン決定！

■本大会出場チームを7/29発表！

（併催） とっとり手話フェス  9/23～２７ とりぎん文化会館

新審査員長の

早瀨 憲太郎さん
は や せ け ん た ろ う• 公式YouTubeチャンネルで

７/29正午からLIVE配信！
➢ 駐車場有料化は県への協議が必要、空港愛称は継続利用

       鳥取砂丘コナン空港 新たな運営権者と実施契約締結へ

（今後の予定）実施契約締結 ⇒事業引継 ⇒令和９年度から第２期運営開始

運営権者(株)鳥取エアポートと実施契約締結式（7/31）
＜第２期コンセッション（R9～R28）＞        
➢６月議会にて鳥取エアポートへの運営権設定について可決
➢令和９年度から20年間（延長可能最大35年間）の空港運営を
新たな運営権者へ委託する契約を締結 【実施契約の主な内容】

 ○ 第１期事業 鳥取空港ビル(株)からの円滑な引継・承継
 ○ 費用・リスクの分担
・県から運営交付金の交付
・費用・リスクは災害等を除き、原則、運営権者負担

 ○ 適正な業務実施の確保（モニタリングの実施） など

       『鳥取県デジタルイノベーションセンター』が牽引する地域DX・AX推進

いつまでも安心して暮らすことの出来る活力ある鳥取県を目指して

デジタルイノベーションセンター（県）による八頭町への支援

➢キャッシュレス基盤の提供

県内市町村が共同利用できる基盤を公募型プロポーザルにより事業者

を県が選定。「地域通貨」「地域ポイント」「地域クーポン」の各サービス

を提供（やずPでは「地域ポイント」サービスを利用）

➢課題解決に向けた提案、相談支援

データ連携基盤やキャッシュレス基盤を活用した取組事例紹介、

アプリを主としたカード併用の提案、など

       
センター支援による地域実装 第２弾

県キャッシュレス基盤の地域ポイントを活用した
「やずP」で、八頭町の元気に！

8月2日本格運用開始
地元経済活性化へ

産学官連携による４つのプロジェクト
組織や分野を越え 英知とデジタルデータを集積・融合

八頭町デジタルポイント
①デジタルイノベーションの地域実装の推進
地域の課題解決や魅力ある地域づくりの効果的な仕組みづくりを支援
・データ連携基盤・キャッシュレス基盤の提供

・住民サービスの品質向上、取組拡大支援、コスト削減に向けた支援

・事業者や自治体間の調整 など

②地域データの高度解析
③地域データを活用した鳥取の将来を担う

イノベーション人材育成

④地域データを活用した県内産業活性化の推進



若手職員を中心にとっとり花回廊の新たな魅力づくりを検討する「とっとり花回廊活性化プロジェクトチーム」
の事業として、向日葵 の咲き誇る真夏の園内（入園ゲート横の西館テラス）で人工降雪機を使用して季節
外れの雪を降らせ、「夏の花」と「雪」という非日常体験を提供し、話題化と新たな客層獲得を狙います。
開催日：令和８年７月25日（土） ※この度のイベント実施結果を検証し、今後の本格実施を検討

サイクル新時代へ！ナショナルサイクルルート審査通過

県東西を横断する鳥取うみなみロードが日本を代表し、世界に誇るナショナルサイクルルート(NCR)に指定へ

夏本番！「とっとり花回廊」でCOOLな体験をお楽しみください

＜審査状況＞令和８年度第２回ＮＣＲ審査委員会（7/16）

  指定要件２８項目中、２４項目が達成、４項目が概ね達成との評価

＜今後の展開＞
  〇 国内外プロモーション

 ⇒(秋頃) 韓国・台湾・国内等の国際 ｻｲｸﾘﾝｸ゙ 大会(ｻｲｸﾘﾝｸ゙ しまなみ等)に出展しﾌ゚ ﾛﾓー ｼｮﾝ
 ⇒(秋頃) 台湾旅行会社を招いたファムツアーの実施

  〇 様々なサイクリング大会の開催
 ⇒(秋頃) 県主催NCR記念サイクリング大会（県西部）

⇒(10/11) シン・グランフォンド倉吉／(１０/１８)鳥取すごい！ライド   など
  〇 更なる走行環境・受入環境の充実

 ⇒ (～年末) 道路等の整備、利便施設の整備に関する新アクションプラン検討

7/24「鳥取県サイクル新時代推進会議（仮）」開催（岩美町）

ＮＣＲ指定を受けて今後の展開に向けた体制づくり

(内容)・国内外へのﾌ゚ ﾛﾓー ｼｮﾝによるサイクルツーリズム誘客促進

・審査委員会の指摘事項(走行環境)今後の対応検討 等

※ＮＣＲ指定記念セレモニーを同時開催

とっとり花回廊スノーイベント開催 ～真夏の花回廊に雪が降る！？～

「弥生の御朱印巡り」全制覇者出現！？

全国39遺跡42施設の御朱印を全制覇した方を探してます。
（7/22～8/31）

⚫ 達成者に「弥生の御朱印巡り 最強の達人」認定書を授与
⚫ 抽選で妻木晩田遺跡・カスタムメイドツアーへのご招待＆

青谷上寺地遺跡出土品をオマージュした特製記念品を贈呈

「弥生の御朱印巡り」
⚫ 鳥取県が主宰し、令和４年度から

開始した全国の弥生遺跡を巡る
スタンプラリー

⚫ 当初は１９遺跡でスタートし、
 全国に拡大中登呂遺跡

池上曽根遺跡

吉野ケ里遺跡

荒神谷遺跡
妻木晩田遺跡 青谷上寺地遺跡

津島遺跡

Ｗ Ａ Ｎ Ｔ Ｅ Ｄ

国交省主催
指定式

（7/23 ＠東京都）



ポケモンローカルActs物産展

サンド・アローラサンドといっしょに、２０２６年鳥取の夏を楽しもう！

１

特設サイト開設

©Pokémon. ©Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの商標です。

見て 買って 巡って “三度（サンド）楽しい”夏休み！見て 買って 巡って “三度（サンド）楽しい”夏休み！

サンドの夏休み２０２６

鳥取砂丘の砂で
作った

“オリジナル砂レ
リーフ”を
プレゼント！
（抽選で３０名様）

全国各地の推しポケモンとのコラボ商品
や地域の特産品が大集合！鳥取県では初開催！
開催期間中、全ての推しポケモンが日替わりで登場！記念撮影会も！ 

（7/30－8/11）

丸由百貨店（鳥取市）において、

夏のだいぼうけん！サンドと鳥取めぐりスタンプラリー

「鳥取県×サンド」取組紹介特設ブースを開設
（丸由百貨店５階

物産展期間中）

サンド・アローラサンドのラッピングバス特別展示

８/１４しゃんしゃん祭にサンド・アローラサンドが初登場！

（7/30 10:00～11:30)

（7/30 ～9/30)

１外国人宿泊者 初の２０万人突破!
令和７年県内外国人延べ宿泊者数   

    過去最高 203,600人
対前年伸び率＋72.0% 全国１位  
韓国 28,080人 ＋73.8%
台湾 24,870人 ＋72.7%
中国 31,720人 ＋77.6%
タイ 2,310人 ＋104.4%

国際航空路線の新規就航・
増便＋万博プロモーション等

インフルエンサーなど多様な広報媒体の関係者を招聘 (7/24～7/30）   
“癒し”を求め、日本の地方へ足を運ぶタイ人観光客の旅行需要を、鳥取に取り込む   

鳥取ナイト参加(4月)で鳥取のファンになったパワーインフルエンサー
が来日し、若い旅行世代に向けた鳥取のリアルな体験をSNSで発信

シティポーン・ヤナワルットウォン氏
フォロワー約32万人  

ピム・カジョンブェキン氏
フォロワー約70万人

タイのファミリー層や日本人
にも人気があるMeehaa
（ミーハ）来県
SNS発信・動画制作

「VIVANT」第２シーズン放送開始に合わせ、
話題作りやおもてなしを加速させます。

別班鳥取支部 来県者歓迎作戦 実施中

別班鳥取県支部による

お披露目セレモニー （7/22 午後１時から）

◆ 鳥取砂丘にフォトスポットが登場

「VIVANT」ロゴを型どった幅３.4ｍ、高さ1.2ｍの砂モニュメントを設置

7/22～3/22 鳥取砂丘駐車場

鳥取砂丘
ビジターセンター

訪日タイ人観光客誘客強化

ここ

イメージ図この夏、感謝を込めて１００万マイルを山分け
令和7年度県内両空港羽田便利用者が初めて100万人を突破したことを記念し、鳥取・米子⇔羽田路線を利用者全員で100万マイルを山分け！

【期間】7/22(水)～9/30(水) 【対象者】ANAホームページのキャンペーンページから参加登録を行ったANAマイレージクラブ会員

本日スタート！
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